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国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
十
九
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
展
開
す
る

国
際
治
安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
の
任
務
を
一
年
間
延
長
す
る
決
議

案
を
賛
成
十
四
、
棄
権
一
（
ロ
シ
ア
）
で
採
択
し
た
。

　
「
多
く
の
国
の
貢
献
に
謝
意
を
表
明
す
る
」
と
の
文

言
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
イ
ン
ド
洋
上
で
の
自
衛

隊
の
給
油
活
動
に
つ
い
て
、
「
継
続
す
る
必
要
が
あ
る

と
改
め
て
判
断
」
（
町
村
外
相
）
な
ど
と
、
わ
が
国
政

府
は
た
た
み
か
け
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ロ
シ
ア
が
「
日
本
の
国
内
事
情
が
優
先
さ

れ
た
」
と
棄
権
す
る
な
ど
、
「
国
際
社
会
の
意
思
」

（
高
村
防
衛
相
）
と
は
と
て
も
言
い
難
い
シ
ロ
モ
ノ
で

あ
る
。
こ
の
決
議
、
「
国
連
決
議
の
下
で
の
派
兵
」
を

主
張
す
る
民
主
党
を
抱
き
込
む
た
め
、
わ
が
国
政
府
が

画
策
し
て
デ
ッ
チ
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　
福
田
は
な
ん
と
か
派
兵
延
長
を
継
続
し
よ
う
と
「
民

主
党
も
国
家
の
利
益
を
考
え
て
お
り
、
考
え
方
は
同

じ
」
「
政
策
協
議
の
場
を
」
な
ど
と
小
沢
に
懇
願
し
て

い
る
。

　
し
か
し
、
テ
ロ
特
措
法
問
題
で
政
府
与
党
を
追
い
込

み
、
解
散
総
選
挙
―
「
政
権
交
代
」
に
持
ち
込
み
た
い

小
沢
民
主
党
が
応
じ
る
気
配
は
な
く
、
福
田
は
政
権
発

足
か
ら
困
難
に
直
面
す
る
。
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し
か
し
、
小
沢
率
い
る
民
主
党
は
「
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ

の
積
極
参
加
」
を
叫
び
、
賛
成
に
転
じ
る
よ
う
要
請
し

た
シ
ー
フ
ァ
駐
日
米
大
使
に
「
（
日
米
が
）
お
互
い
に

で
き
る
こ
と
を
シ
ェ
ア
す
べ
き
」
と
応
じ
る
な
ど
、
自

衛
隊
の
海
外
派
兵
に
は
「
国
連
決
議
さ
え
あ
れ
ば
」
よ

り
積
極
的
な
姿
勢
を
隠
し
て
は
い
な
い
。
解
散
総
選
挙

―
「
政
権
交
代
」
へ
の
戦
術
と
し
て
の
「
反
対
」
で
し

か
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
民
主
党
の
「
反
対
」
の
ポ
ー
ズ
に
期
待
し
て
は
な
ら
な

川崎市職労大会に際し、民主党への幻想捨て、闘い呼びかける
　　   党神奈川県委員会（９月１５日、川崎市）

い
。

　
ま
た
、
労
働
組
合
や
「
左
派
」
を
自
認
す
る
人
び
と
の
中
に
あ
る
民

主
党
へ
の
期
待
を
寄
せ
る
態
度
は
改
め
る
必
要
が
あ

る
。

　
わ
が
国
多
国
籍
大
企
業
が
、
自
民
党
一
党
支
配
の
行

き
詰
ま
り
に
直
面
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
政
治
シ
ス
テ
ム

と
し
て
保
守
二
大
政
党
制
を
追
求
、
そ
の
一
方
の
装
置

と
し
て
誕
生
し
た
の
が
民
主
党
で
あ
る
。
こ
の
党
の
基

本
的
政
策
か
ら
し
て
、
財
界
や
米
国
の
根
本
的
利
益
を

な
ん
ら
犯
す
こ
と
な
く
許
容
す
る
範
囲
で
の
政
策
を
取

る
以
外
に
な
い
。

　
こ
う
し
た
民
主
党
に
幻
想
を
抱
き
、
「
野
党
共
闘
」

な
ど
を
夢
想
す
る
こ
と
は
犯
罪
的
と
も
言
え
る
の
で
あ

る
。

　
と
り
わ
け
、
共
産
党
は
国
会
で
の
首
班
指
名
で
「
小

沢
首
相
」
に
投
票
す
る
と
早
々
に
表
明
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
民
主
党
美
化
の
言
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
れ
は
保
守
二
大
政
党
制
へ
の
動
き
を
「
左
」
か
ら
支

え
る
も
の
で
、
許
し
難
い
裏
切
り
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
自
主
的
な
進
路
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
平
和

を
願
う
人
び
と
、
改
革
政
治
へ
の
怒
り
を
も
つ
人
び
と

は
、
小
沢
民
主
党
に
の
本
質
を
見
抜
き
幻
想
を
抱
く
べ

き
で
は
な
い
。

　
真
の
対
抗
軸
は
、
対
米
従
属
か
ら
脱
却
と
ア
ジ
ア
で

の
共
生
の
道
で
あ
り
、
多
国
籍
大
企
業
の
た
め
の
改
革

政
治
で
は
な
く
真
に
国
民
生
活
と
国
民
経
済
を
豊
か
に

発
展
さ
せ
る
道
で
あ
る
。
テ
ロ
特
措
法
延
長
反
対
で

も
、
大
衆
的
闘
い
を
組
織
す
る
こ
と
が
こ
そ
が
必
要

だ
。

　
そ
の
た
め
に
も
強
力
な
国
民
運
動
と
そ
の
中
核
と
な

る
労
働
運
動
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。

　
民
主
党
へ
の
幻
想
を
払
拭
し
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
延
長
と
「
新

法
」
成
立
を
阻
止
し
よ
う
。

　
安
倍
首
相
の
突
然
の
政
権
投
げ
出
し
を
受
け
、
自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ
た
。
元
官
房
長
官
の
福
田

康
夫
と
党
幹
事
長
の
麻
生
太
郎
が
立
候
補
、
そ
の
結
果
、
福
田
が
総
裁
に
選
出
さ
れ
、
九
月
二
十
五
日

の
首
班
指
名
で
首
相
の
座
に
就
い
た
。
先
の
参
院
選
で
の
大
敗
―
与
野
党
逆
転
と
い
う
状
況
下
で
争
わ

れ
た
総
裁
選
だ
が
、
福
田
、
麻
生
と
も
十
一
月
一
日
に
期
限
切
れ
を
迎
え
る
自
衛
隊
に
よ
る
イ
ン
ド
洋

で
の
米
軍
支
援
の
た
め
の
給
油
活
動
＝
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
の
延
長
、
あ
る
い
は
「
新
法
」
に
よ
る

活
動
の
継
続
を
主
張
し
た
。
福
田
は
「
（
給
油
継
続
と
い
う
）
日
本
の
姿
勢
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
民
主
党
と
の
妥
協
を
視
野
に
「
新
法
」
で
の
米
軍
支
援
の
継
続
へ
の
意
欲
を

示
し
て
い
る
。
参
院
選
で
の
勝
利
を
受
け
、
野
党
第
一
党
の
民
主
党
は
ガ
タ
ガ
タ
の
自
公
政
権
を
解
散

総
選
挙
に
追
い
込
み
、
「
政
権
交
代
」
―
保
守
二
大
政
党
制
の
本
格
的
確
立
に
向
け
、
「
反
対
」
の
姿

勢
を
取
り
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
小
沢
は
「
国
連
の
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
は
積
極
的
に
参

加
す
る
」
な
ど
と
述
べ
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
そ
の
も
の
を
否
定
し
な
い
ば
か
り
か
、
「
国
連
決
議
さ

え
あ
れ
ば
」
よ
り
積
極
的
に
派
兵
し
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
姿
勢
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
を
は
じ
め
、
中
東

で
人
民
の
抵
抗
に
遭
い
、
敗
走
す
る
米
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
を
支
え
る
危
険
な
対
米
追
随
外
交
に
基
づ
く
テ

ロ
特
措
法
の
延
長
・
「
新
法
」
の
成
立
を
阻
止
し
よ
う
。
ま
た
、
「
反
対
」
の
ポ
ー
ズ
を
取
り
な
が

ら
、
「
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
の
参
加
」
を
叫
ぶ
、
民
主
党
へ
の
幻
想
を
払
拭
し
よ
う
。

【イラク戦争支援】
・米空母エンタープライズ
のロナルド・ホートン艦長
　「０５年、イラクに派兵
された在沖海兵隊に対し、
インド洋上で自衛隊補給艦
から３回にわたって燃料、
食料の補給を受けた」と証
言。

・米第５空母戦闘群のモ
フィット少将（民間団体の
調査）
　「０３年２月、海自が対イラク戦争開始直
前の米空母キティホークに対し、米補給艦を
経由して給油していた」と証言。（防衛省
は、当初２０万ガロン＝７６０キロリットル
としていた供給量を８０万ガロン＝３０３０
キロリットルへと訂正）

【ソマリア侵略支援】
　海自が恒常的に補給している多国籍任務部
隊「ＣＴＦ１５０」が１月にソマリアを空
爆。この攻撃に加担した疑いが浮上。防衛省
も、ソマリア沖が「給油ポイント」であるこ
と自身は認めている。
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自
衛
隊
の
給
油
活
動

給油活動を行う自衛隊艦船（左）と、福田新首相
断固たる闘いで福田の策動打ち破り、自衛隊の派兵延長阻止
しよう。


